
筑
後
市
長
選
で
討
論
会

香
３

２
候
補
予
定
者
参
加

筑
後
市
長
選

（
１１
月
８
日
告

示
、
同
１５
日
投
開
票
）
の
立
候
補

予
定
者
に
よ
る
討
論
会

「
ロ
ー
カ

ル

・
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
型
ち

っ
ご
み

ら
い
づ
く
り
公
開
討
論
会
」
が
同

３
日
、
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
大
ホ
ー

ル
で
開
か
れ
る
。
筑
後
青
年
会
議

所
な
ど
で
つ
く
る
市
民
団
体
ち

っ

ご
い
き
い
き
協
議
会
の
主
催
で
、

前
回
市
長
選

で
も
討
論
会
を
開

き
、
選
挙
後
は
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の

検
証
を
続
け
て
き
た
。
同
協
議
会

の
小
野
田
耕
会
長
は

「主
張
と
政

策
が
正
確
に
伝
わ
る
場
に
し
た

い
。
多
く
の
人
に
参
加
し
て
も
ら

い
、
投
票
の
判
断
材
料
に
し
て
ほ

し
い
」
と
し
て
い
る
。

市
長
選
に
は
、
元
副
市
長
の
中

村
征

一
氏
（
６７
）
と
元
市
議
会
議
長

の
弥
吉
治

一
郎
氏
（
６０
）
の
新
顔
２

人
が
立
候
補
を
表
明
。
立
候
補
予

定
者
説
明
会
に
参
加
し
た
別
の
１

人
は
２３
日
、
立
候
補
断
念
を
発
表

し
た
た
め
、
両
氏
に
よ
る

一
騎
打

ち
に
な
る
公
算
が
大
き
い
。

討
論
会
は
３
日
午
後
６
時
半
か

ら
¨
日
本
青
年
会
議
所
九
州
地
区

長
崎
ブ
ロ
ッ
ク
協
議
会
前
会
長
の

北
村
貴
寿
氏
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

ー
に
、
立
候
補
予
定
者
２
人
に
基

本
理
念
や
市
の
現
状
認
識
、
長
期

的
な
構
想
を
語

っ
て
も
ら
う
。
ま

た
、
協
議
会
が
用
意
し
た
①
行
財

政
改
革
②
環
境
問
題
◎
市
立
病
院

④
保
健
ｏ福
祉
・医
療
⑤
商
工
観
光

⑥
都
市
基
盤
⑦
協
働
社
会
③
教
育

文
化
の
項
目
と
、
候
補
者
が
重
要

視
す
る
政
策
二
つ
に
つ
い
て
、
期

限
や
財
源

、
手
法
な
ど
を
示
し

て
、意
見
を
語

っ
て
も
ら
う
予
定
。

２
人
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
は
２６
日

か
ら
同
協
議
会
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（
ｒ
一一り
く
ヽ
〓
〓
〓
・鴫
①
ｏ
Ｓ
一い①
∽

こ
り
ヽ
ｏ
ｒ
置
Ｌ
ｏ
Ｌ
ド
い寿

い）
に
掲

載
す
る
ほ
か
、
筑
後
青
年
会
議
所

（
同
市
和
泉
４
５
５
の
１
）
で
も

配
布
す
る
。
事
前
に
２
人

へ
の
質

問
を
メ
ー
ル

（
ド
ｏ
町
”
ド
”
Ｎ
暉
ド
〓

ｏ
◎
ｍ
日
〓
中
あ
ｏ
ヨ
）
か
フ
ァ
ク

ス

（
０
９
４
２

●
５２

ｏ
７
５
２

９
）
で
受
け
付
け
る
。

同
協
議
会
は
、
前
回
市
長
選
後

は
毎
年
１
回
、
市
長
に
よ
る
報
告

会
を
開
き
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
を
検
証

し
て
き
た
”
古
賀
和
広
副
会
長
は

「報
告
会
で
は
、
今
後
ど
う
し
て

ほ
し
い
か
と
い
う
声
を
市
長
に
届

け
る
こ
と
も
で
き
る
。
批
判
す
る

だ
け
で
な
く
、
応
援
す
る
機
会
に

も
な
れ
ば
」
と
語

っ
た
。
討
論
会

の
問
い
合
わ
せ
は
古
賀
さ
ん
（
０

９
０
ｏ９
５
８
５
●０
８
７
９
）
へ
。
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輝
立
候
補
予
定
２
氏
討
論

地
域
振
興
な
ど
公
約
訴
え
る

８
日
に
告
示
さ
れ
る
筑
後
市

長
選
の
立
候
補
予
定
者
２
人
に

よ
る
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
討
論
会
が

３
日
夜
、
同
市
の
サ
ザ
ン
ク
ス

筑
後
で
開
か
れ
た
。
行
財
政
改

革
、
地
域
振
興
策
な
ど
の
公
約

が
披
露
さ
れ
、
市
民
約
８
０
０

人
が
耳
を
傾
け
た
。

筑
後
青
年
会
議
所
な
ど
４
団

体

で

つ
く
る

「
ち

っ
む
い
き
い

き
協
議
会
」
が
市
民
に
投
票
の

参

考

に

し

て
も

ら

お

う

と

企

画
。
と
も

に
新
人
の
元
副
市
長

・
中
村
征

一
（
６７
）
ヽ
同
市
議

・

弥
吉
治

一
郎
（
６０
）
の
両
氏
が
出

席
し
た
。

中
村
氏
は
九
州
新
幹
線

・
筑

後

船

小

屋

駅

の

開

業

な

ど

を

立
候

補

表

明

者

や

よ

し

治

一
部

議

選 挙公約 を披露す る中村氏 (左 )と 弥吉氏

生
か
し
た

振
興
策
を
重
要
政

策
に
挙
げ
、

「
新
幹
線
で
通
勤

す
る
人
が
出
て
く
る
。
民
間
に

よ
る
住
宅
開
発
を

視
野

に
入

れ
た
ま
ち
づ
く
り
を
し
た
い
」

と
語

っ
た
。
こ
の
ほ
か
、
女
性

副
市
長
の
登
用
に
よ
る
男
女
共

同
参
画
の
推
進
や
、
新
規
作
物

の
栽
培
に
取
り
組
む
農
家

へ
の

市
独
自

の
支
援
な
ど
も
掲
げ

た
。弥

吉
氏
は

「
事
業
見
直
し
で

税
金
の
無
駄
遣
い
を
な
く
す
」

と
強
調
。
市
予
算
で
県
営
筑
後

広
域
公
園
内
に
温
泉
施
設
を
整

備
す
る
の
に
反
対
し
、

「
そ
の

財
源
を
利
用
し
て
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚

駅
前

に
図
書
館
を
建
設
し
た

い
」
と
語

っ
た
。
船
小
屋
温
泉

郷
を
大
正
ロ
マ
ン
調
に
整
備
し

て
湯
治
場
と
し
て
復
活
さ
せ
る

計
画
や
、
学
童
保
育
料
の
引
き

下
げ
な
ど
も
訴
え
た
。

下
妻
、古
島
ゴ
一川
３
小
統
合
計
画

筑
後
市
「当
面
は
現
状
維
持
」 い

と
し

て
、
有
識
者

ら

で

つ

く
る
再
編
審
議
会
が
昨
年
３

月
、
桑
野

照
史
市
長
に

「
３

校
の
統
合
が
適
当
」
と
答
申
し

た
。し

か
し
、
そ
の
後
、
古
島
地

区
で
市
営
住
宅
が
建
設
さ
れ
、

児
童
数
が
大
幅
に
増
え
た
。
九

州
新
幹
線

・
筑
後
船
小
屋
駅
の

開
設
や
国
道
４
４
２
号
バ
イ
パ

ス
の
開
通
な
ど
も
控
え

て
お

り
、
３
校
と
も
児
童
数
の
増
加

に
つ
な
が
る
要
因
が
あ
る
と
し

て
、
当
面
は
状
況
を
見
守
る
べ

き
と
判
断
し
た
と
い
う
。

筑
後
市
が
検
討
し
て
い
た
市

南
西
部
の
下
妻
、
古
島
、
二
川

の
３
小
学
校

の
統
合

に

つ
い

て
、
同
市
は

「
当
面
は
現
状
を

維
持
す
る

」

と
の
結
論
を
ま

と
め
、
地
元
住
民
ら
に
報
告
し

た
。３

校
は
児
童
数
の
減
少
が
著

し
く
、
数
年
以
内
に
複
式
学
級

に
な
る
こ
と
が

避
け
ら
れ
な

籾
　館
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筑後市長選任
期
満
了
に
伴
う
筑
後
市
長
選

（
８
日
告
示
、
１５
日
投
開
票
）
の
立
候
補

予
定
者
に
よ
る
公
開
討
論
会
が
３
日
、
同
市
若
菜
の
サ
ザ
ン
ク
ス
筑
後
で
開

か
れ
た
。
出
馬
表
明
し
て
い
る
前
副
市
長
の
中
村
征

一
氏
（
６７
）
と
ヽ
市
議
の

弥
吉
治

一
郎
氏
（
６０
）
が
そ
れ
ぞ
れ
の
マ
ニ
フ

ェ
ス
ト
に

つ
い
て
考
え
を
示

し
、
有
権
者
ら
約
８
０
０
人
が
熱
心
に
耳
を
傾
け
た
。

【松
尾
雅
也
】

基
本
理
念
や
政
策
語
る

立
候
補
予
定
２
氏
討
論
会
に
市
民
８００
人

討
論
会
は
筑
後
青
年
会

議
所
な
ど
の
メ
ン
バ
ー
で

つ
く
る

「ち

っ
ご
い
き
い

き
協
議
会
」

（
小
野
田
耕

会
長
、
２０
人
）
が
投
票
の

参
考
に
し
て
も
ら
お
う
と

企
画
。
両
氏
は
、
事
前
に

提
出
し
た
基
本
理
念
や
重

要
政
策
な
ど
の
共
通
テ
ー

マ
つ
い
て
考
え
を
発
表
し

討
論
し
た
。

重
要
政
策
の

一
つ
と
し

て
弥
吉
氏
は

「民
間
活
力

を
利
用
し
な
が
ら
若
い
夫

婦
の
世
帯
で
も
購
入
で
き

る
低
価
格
の
分
譲
住
宅
を

整
備
す
る
こ
と
で
子
供
の

数
を
増
や
し
、
二
川
、
古

島
、
下
妻
の
各
小
学
校
の

統

廃
合

計

画

を
撤

回
す

る
」
と
語

っ
た
。

中
村
氏
は

「市
の
玄
関

口
Ｊ
Ｒ
羽
犬
塚
駅
周
辺
の

整
備
を
進
め
て
人
の
集
ま

る
地
域
に
す
る
。
新
幹
線

筑
後
船
小
屋
駅
も
広
域
公

園

を
生

か

し

た
整

備

を

し
、
元
気
で
活
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り
を
す
る
」
と
語

っ
一た
。

ま
た
、
行
財
政
改
革
に

つ
い

て
中

村

氏

は

「０５

年

か

ら

進

め

た
第

４
次

行
政

改

革

で
事

務
事

業

の
見

直

し

を

進

め
、
職

員
数

を

４０
人

減

ら

し
入

件
賣

だ

け

で

１７
億

円

を

削
減
し
た
。
今
後
は
第
５

次

と

し

て
更

に
踏

み

込

ん
だ
改
革
を
や
る
」
と
訴

え
た
。

弥
吉
氏
は

「行
政
に
も

経
営
の
考
え
が
必
要
だ
。

投
資
に
対
す
る
効
果
を
判

断
し
て
徹
底
的
に
税
金
の

無
駄
を
な
く
す
。
経
営
感

覚
で
あ
ら
ゆ
る
施
策
の
見

直
し
を
進
め
る
」
と
主
張

し
た
。

市長選立候補予定者の中村氏 (左)と 弥吉氏が

マニフ ェス トについて説明 した公開討論会

可 「
~~~百

月5日

先
月
２２
日
、
横
浜
市
で

開
か
れ
た
全
国
女
性
消
防

操
法
大
会
に
県
代
表
と
し

て
出
場
し
た
筑
後
市
消
防

団
女
性
消
防
隊
の
田
村
由

美
さ
ん
（
４０
）＝
同
市
熊
野

＝
が
個
人
部
門
（
３
番
員
）

屹
■

一一■

一■

■
■

■

■

一

で
、
優
秀
選
手
賞
に
選
ば

れ
た
。
田
村
さ
ん
は
４
日
、

市
役
所
を
訪
れ
受
賞
を
報

告
し
た
。

大
会
は
、
全
国
４７
都
道

府
県
か
ら
１
チ
ー
ム
ず

つ

が
参
加
。
５
人
１
組
で
、

ホ
ー
ス
の
延
伸
や
放
水
の

ス
ピ
ー
ド
、
正
確
さ
を
競

っ
一た
。

田
村
さ
ん
は
３
番
員
と

し
て
吸
水
ホ
ー
ス
を
貯
水

槽
に
投
入
し
た
り
、
放
水

筒
を
握
る
１
番
員
の
補
助

を
務
め
た
り
し
た
。
無
駄

の
な
い
機
敏
な
動
作
が
評

価
さ
れ
、
全
国
で
２
人
が

選
ば
れ
る
優
秀
選
手
賞
に

輝
い
た
。

昼
間
は
作
業
療
法
士
と

し
て
市
外
の
病
院
に
勤
め

る
田
村
さ
ん
。
６
月
か
ら

毎
週
３
、
４
回
、
仕
事
を

終
え
た
夜
間
に
仲
間
と
と

も
に
練
習
を
積
ん
だ
。
吸

水
ホ
ー
ス
に
取
り
付
け
た

ロ
ー
プ
の
東
が
素
早
く
解

け
る
よ
う
、
結
び
方
や
東

ね
方
に
工
夫
を
こ
ら
し
た

と
い
う
。

田
村
さ
ん
は

「女
性
消

防
団
の
活
動
を
多
く
の
人

に
知

っ
て
も
ら
う
き

っ
か

け
に
な
れ
ば
う
れ
し
い
」

と
笑
顔
で
話
し
て
い
た
。

【松
尾
雅
也
】

「そ
れ
ぞ
れ
特
徴
あ
る
三

湯
を

一
度
に
体
験
で
き
る

め

っ
た
に
な
い
機
会
。
特

に
女
性
は
、
肌
の
す
べ
す

べ
感
を
味
わ

っ
て
も
ら
い

た
い
」
と
話
し
て
い
る
。

問
い
合
わ
せ
は
、
実
行
委

（
０
９
５
４

・
２３

・
９
２

３
７
）
。

【幸
島
朋
子
】

回躙囃
イ時
耐

佐
賀
県
み
や
き
町
江
口

の
江

口
保
育

園

に
通

う

４
、
５
歳
児
３４
人
が
４
日
、

佐
賀
、
福
岡
両
県
の
県
境

を
流
れ
る
筑
後
川
に
、
ウ

ナ
ギ
約
１
５
０
０
匹
を
放

流
し
た
。

佐
賀
市
内
の
養
殖
場
で

う
Ｆ
２
ヨ
♪
Ь
彗
Ｃ
こ
う

筑
後
川
に
ウ
ナ
ギ
を

て
７４
年
か
ら
毎
年
行

っ
て

お
り
、
こ
の
日
は
同
県
神

埼
市
千
代
田
町
の
千
歳
漁

港
と
合
わ
せ
て
計
約
３
０

０
０
匹
を
放
流
し
た
。

筑
後
川
は
天
然
ウ
ナ
ギ

が
取
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ

る
。
だ
が
、
昭
和
５０
年
代

半
ば
に
は
年
間
約
３０

ント
だ

っ
た
水
揚
げ
は
、
生
育
環

平
日
１０
～
１８
時

一

全国女性消防操法大会

優秀選手賞受賞を報告
筑後市消防団の田村さん

日
２３
日
に
ご
一湯
温
泉
ま
つ
り
」

由
布
院

（大
分
県
由
布

市
）
、
杖
立

（熊
本
県
小

国
町
）
、
武
雄

（佐
賀
県

武
雄
市
）
の
三
つ
の
温
泉

合
同
に
よ
る

「九
州
三
湯

温
泉
ま

つ
り
」
が
２３
日
午

イ
ベ
ン
ト
で
は
、
手
軽

に
３
温
泉
の
湯
を
楽
し
め

る
足
湯
な
ら
ぬ
「指
湯
」
が

登
場
。
由
布
院
の
子
供
神

楽

な

ど

各

地

区

の
伝

統

芸

能

も

鑑

員

で

き

る
。

Jを PRす る観光 宣伝 隊

優秀選手賞 に輝 いた田村 さん

ホFHn小児科医院
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夕暮 れ に お 日さ ま が お空
に 紅 い Rougeを ひ い

日
々
ニ
ュ
ー
ス
に
接
し

て
い
る
と
、
あ
る
地
域
で

飲
酒
運
転
の
摘
発
が
目
立

っ
た
り
、
人
口
の
割
に
事

件
事
故
の
件
数
が
多
か
っ

た
り
と
、
い
ろ
い
ろ
な
傾

向
に
気
付
か
さ
れ
る
▼
そ

の
中
で
最
近
気
に
な
る
の

が
、
自
衛
隊
員
が
か
ら
ん

だ
事
件
や
処
分
と
い
っ
た

事
案
の
多
さ
だ
。
裏
を
返

せ
ば
、
き
ち
ん
と
公
表
さ

れ
て
い
る
こ
と
の
表
れ
と

言
え
る
か
も
し
れ
な
い

が
、
そ
れ
に
し
て
も
警
察

官
の
そ
れ
と
比
べ
て
も
ち

て い ま した 。
中 岡  康 二 さ ん

(大牟 田 市 )

任
期
満
了
に
伴
う
筑
後
市
長
選
が
８
日
告
示
さ
れ

る
。
２
０
■
■
年
春
の
九
州
新
幹
線
鹿
児
島
ル
ー
ト
開

通
に
伴
い
筑
後
船
小
屋
駅
が
新
設
さ
れ
る
。
市
民
の
暮

ら
し
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。
３
日
夜
に
は
、
立
候
補
を

表
明
し
て
い
る
元
副
市
長
の
中
村
征

一
氏
（６７
）と
市
議

の
弥
吉
治

一
郎
氏
（６０
）が
討
論
会
で
論
戦
を
交
わ
し
た

が
、
平
行
線
の
ま
ま
だ
っ
た
内
容
も
多
い
。
筑
後
市
を

担
当
す
る
記
者
永
松
幸
治
（２９
）が
課
題
を
追
っ
た
。

観
光
資
源
は
あ
る
の
に
、
何

か
も
っ
た
い
な
い
。

客
足
遠
の
く
温
泉

恋
木
神
社
か
ら
南
東
に
約

２
議
の
船
小
屋
温
泉
。
炭
酸

と
鉄
を
多
く
合
有
し
、
整
腸

作
用
が
あ
る
飲
泉
と
し
て
か

つ
て
は
栄
え
、
最
盛
期
の
■

９
５
０
年
ご
ろ
に
は
４。
軒
近

く
の
旅
館
が
並
ん
で
い
た
。

だ
が
現
在
は
５
軒
程
度
に
激

減
。
温
泉
を
訪
れ
る
客
も
年

間
５
万
人
程
度
で
６
分
の
■

ほ
ど
に
落
ち
込
ん
で
い
る
。

車
で
２０
分
、
川
下
り
で
知

ら
れ
、
■
２
０
万
人
が
訪
れ

る
水
郷
、
柳
川
市
の
観
光
客

も
取
り
込
め
て
は
い
な
い
。

筑
後
船
小
屋
駅
に
は
周
辺

自
治
体
の
観
光
地
情
報
が
提

示
さ
れ
る
予
定
。
市
は
観
光

客
の
循
環
活
性
化
を
狙
う
と

い
う
が
、
観
光
ル
ー
ト
を
掲

示
し
た
リ
バ
ン
フ
レ
ッ
ト
を

作
る
だ
け
で
は
、
今
と
変
わ

り
な
い
。
有
権
者
は
具
体
的

手
法
の
違
い
を
聞
き
た
い
の

で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

温
泉
掘
削
に
賛
否

・
３
日
夜
、
同
市
若
菜
の
サ

ザ
ン
タ
ス
筑
後
¨
今
年

一
番

の
寒
波
に
見
舞
わ
れ
た
こ
の

日
、
ち
っ
ご
い
き
い
き
協
議

会
が
主
催
す
る
討
論
会
に

は
、
千
人
近
い
市
民
が
訪
れ

た
。
３
時
間
の
長
丁
場
だ
っ

た
が
、
途
中
で
席
を
立
つ
人

は
ほ
と
ん
ど
い
な
か
っ
た
。

討
論
会
で
は
、
市
が
観
光

浮
揚
の
目
玉
と
し
て
計
画
し

て
い
る
、
駅
が
設
置
さ
れ
る

県
営
筑
後
広
域
公
園
内
に
建

設
予
定
の
温
泉
入
浴
施
設
を

め
ぐ
り
両
氏
の
意
見
が
分
か

れ
た
。
市
は
探
査
費
用
な
ど

約
８
６
０
０
万
円
を
予
算

化
。
こ
れ
を
含
め
て
、
今
後

も
施
設
建
設
に
計
５
億
２
千

万
円

（国
、
県
の
補
助
を
含

む
）
の
計
上
を
見
込
む
。

中
村
氏
は

「既
存
の
飲
泉

に
加
え
て
、
入
湯
で
き
る
天

然
温
泉
が
市
の
活
性
化
に
必

要
だ
」と
建
設
推
進
の
立
場
。

弥
吉
氏
は

「財
政
が
ひ
っ
迫

し
て
い
る
の
に
県
の
施
設
に

市
が
な
ぜ
お
金
を
出
す
の

か
」
と
反
論
し
た
。

討
論
は
平
行
線
で
、
選
挙

戦
の
大
き
な
争
点
の

一
つ
に

は
な
る
。
だ
が
、
中
村
氏
か

ら
は
必
要
と
す
る
根
拠
の
説

明
が
不
足
し
て
お
り
、
弥

吉
氏
が
訴
え
る
、
既
存
の
温

泉
活
性
化
策
の
具
体
像
は

う
ま
く
伝
わ
っ
て
こ
な
か

っ
た
。「県

に
働
き
掛
け
た
い
」

「私
の
頭
の
中
に
あ
る
」
―

両
氏
が
将
来
構
想
を
語
る
と

き
に
度
々
出
た
言
葉
だ
。
時

間
の
制
約
が
あ
る
に
せ
よ
肝

心
な
と
こ
ろ
が
あ
い
ま
い
な

印
象
は
ぬ
ぐ
え
な
か
っ
た
。

今
後
の
両
氏
の
具
体
的
な
説

明
に
期
待
し
た
い
。

観
光
客
は
来
る
が

ハ
ー
ト
形
の
鳥
居
、
ビ
ン

ク
の
社
、
ビ
ン
ク
の
お
み
く

じ
―
。３
日
午
後
２
時
す
ぎ
、

恋
愛
成
就
に
御
利
益
が
あ
る

と
と
い
う
筑
後
市
水
田
の

恋
木
神
社
を
訪
れ
た
。

「ク
リ
ス
マ
ス
前
に
は
彼

氏
が
ほ
し
い
―
」
。
友
人
２

人
と
自
家
用
車
で
訪
れ
た
佐

賀
市
の
会
社
員
女
性
（２‐
）も

そ
の

一
人
。
お
み
く
じ
の
言

葉
を
何
度
も
か
み
し
め
、
懸

命
に
、
恋
人
が
で
き
る
よ
う

に
祈
願
し
て
い
た
。

全
国
的
に
も
珍
し
い
か
ら

だ
ろ
う
。
ほ
と
ん
ど
宣
伝
し

作
―べ
階
）

第
２
回
ふ
る
さ
と
み
ず
ま

祭
　
７
日

（土
）
午
前
１０
時

´

　́
」
い
‘
´

　

」里
丁

ハ

一
、

ヽ
く
‘
コ
“

ヽ

コ

コ

ノ

て
な
い
が
、
福
岡
、
熊
本
、

佐
賀
の
ナ
ン
バ
ー
も
目
立

つ
。

「筑
後
地
区
内
で
も
、

こ
れ
ほ
ど
人
が
集
ま
る
場
所

は
少
な
い
」
と
宮
原
恭
盛
宮

司
。カ

ッ
プ
ル
は
こ
の
後
、
ど

こ
に
行
く
の
だ
ろ
う
か
。
聞

い
て
み
る
と
、

「す
ぐ
に
帰

宅
し
ま
す
」
。
逆
に
質
問
さ

れ
た

「ほ
か
に
見
る
と
こ
ろ

が
あ
る
ん
で
す
か
」
。
ほ
か

の
何
人
か
に
も
質
問
を
し
た

が
、同
様
の
返
答
が
続
い
た
。

な
ど
。
筑
後
地
区
物
産
展
や

ス
ロ
ー
フ
ー
ド
フ
ェ
ス
タ
も

開
か
れ
る
。
実
行
委
事
務
局

＝
０
９
４
２

（６
４
）
２
３

（日
）
、
星
野
村
の
星
の
ふ

る
さ
と
公
園
平
和
の
広
場
。

九
州
各
地
の
和
太
鼓
グ
ル
ー

プ
が
技
を
競
う

「第
２０
回
九

Ｎ
日
ヽ
支
ア
ニ
く
Ｆ
イ
ヾ

■
組
５
０
０
円
。
市
野
球
場

＝
０
９
４
２

（７
５
）
２
３

７
３
。

耳
納
ね
っ
と
　
フ
リ
ー
マ

に
」
　

７
日

（土
）
午
後
■

時
半
、
久
留
米
市
天
神
町
の

新
古
賀
病
院
５
階
記
念
講

堂
。
乳
が
ん
健
診
の
大
切
さ

（６
２
）
３
■
■
２
。

鈴
木
修
氏
講
演
会
　
１２
日

（木
）
午
後
６
時
１５
分
、
久

留
米
市
櫛
原
町
の
率
香
園
ホ

Ｆ
レ
。
ヨ
カ
巨
イ
ー
し
Ｉ
Ｄ

恋木神社は平 日、週末を間わず恋愛成就 を

祈願 する参拝客が多 く訪れる

≡
≡
一≡
≡
一≡
一一≡
一≡
≡
一一≡
≡
一≡
一≡
一≡
一≡
一≡
≡
一≡
≡
一≡
≡
一≡
一一≡
一一三
一≡
≡
≡
一三
一≡
≡
≡
一≡
一一≡
≡
≡
一≡
一≡
≡
一≡
三
一≡
一一一≡
≡
≡
≡
≡
一≡
≡
一≡
一一≡
≡
罰

L― 上

具
体

欠
く
活
性
化
案

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一

地
で
ダ
ム
問
題
に
取
り
組
む

労
組
幹
部
や
地
方
議
員
ら
が

講
演

・
活
動
報
告
を
行
う
。

無
料
。
同
研
究
会
＝
０
９
４

，
“

ミヽ
く
リ
ン
５ヽ
一Ｄ
，
け
ｒ
。

後
市
長
選

８
日
告
示

半       「亦 二絆
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４
日
の
衆
院
予
算
委
員

会
。岡
田
克
也
外
相
の
「公

約
と
選
挙
中
の
発
言
は
イ

コ
ー
ル
で
は
な
い
」
と
の

発
言
に
耳
を
疑
っ
た
▼
こ

の
発
言
が
正
当
化
さ
れ
れ

ば
、
有
権
者
に
と
っ
て
は

『
イ
コ
ー
ル
で
は
な
い
』

選
挙
中
の
発
言
を
聞
い
て

も
無
意
味
と
い
う
こ
と
に

な
る
。
政
治
家
に
は
便
利

だ
。
政
治
家
の
発
言
を
軽

視
し
た
も
の
と
受
け
取
ら

れ
る
予
想
だ
に
し
な
い
言

葉
に
、
自
熱
し
て
い
た
与

野
党
の
論
戦
も

一
瞬
、
凍

■■ヽ■=.・・1■・■| ||■|■■‐■

B級 グ ル メ の聖 地 久 留
米 に 7、 8日 、 ご当 地 グ
ル

柔
2趾

羹 軍 喜 ん

詈墨曝

聞
き
心
地
い
い
が

３
日
夜
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト

討
論
会
。
そ
れ
ま
で
市
民
の

生
活
向
上
な
ど
耳
に

″心
地

よ
い
″
公
約
を
勢
い
よ
く
訴

後
市
長
選

８
日
告
示

感
が
漂
っ
た
。
記
者
も
耳
を

澄
ま
せ
た
。

「不
必
要
な
事
業
を
見
直

す
」

「市
立
病
院
を
療
養
型

に
す
る
の
を
し
ば
ら
く
待
っ

て
ほ
し
い
」

「
（価
格
が
上

え
て
い
た
市
長
選
立
候
補
表

明
者
の
２
人
に
、
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
が
予
定
に
な
か
っ

た
質
問
を
突
然
ぶ
つ
け
た
。

「市
政
を
進
め
て
い
く
上

で
、
有
権
者
の
痛
み
を
伴
う

こ
と
は
出
て
こ
な
い
の
で
す

か
」壇

上
の
中
村
征

一
前
副
市

長
（６７
）と
弥
吉
治

一
郎
市
議

（６。
）の
顔
は

一
瞬
、
こ
わ
ば

り
、
会
場
は
シ
ー
ン
と
緊
張

大
牟
田
市

′い街目才旨し

改
善
へ
の
道
ポ
せ
る
か

が
った
）
ご
み
袋
の
値
段
を
　
　
一中
　
　
に
入
れ
な
い
こ
と
も
し
ば
し

阪け̈
摯̈“察凱れい」　　暉　　ぼ貯翻（』̈
が「一「融

を
張
っ
た
発
言
か
ら
一転
し
　
　
一一
　
　
の
声
も
聞
か
れ
る
。

図
書
館
が
な
い
街

人
数
も
５
倍
に
増
え
た
が
、

準
備
ス
ペ
ー
ス
の
確
保
も
で

福
岡
県
内
の
市
で
、
図
書
　
　
「̈

　
　
き
な
い
。

館
が
な
い
の
は
筑
後
市
と
宮

　
　
．―

　
　
　
筑
後
市
で
は
、
０８
年
４
月

「
い
き
い
き
ふ
れ
愛
あ
き
な
い
祭
り
」
の
ポ
ス
タ
ー
を

持
つ
実
行
委
メ
ン
バ
ー

レ愛祭 り」

テーマに

中

若
市
だ
け
だ
と
い
う
。

市
民
の
要
望
が
多
い
図
書

館
建
設
の
計
画
も
数
年
前
、

建
設
の
話
が
浮
上
し
た
が
財

政
難
で
頓
挫
し
た
。
手
狭
な

市
図
書
室
で
し
の
ぐ
。

週
末
や
休
み
期
間
中
な
ど

は
、
市
図
３
書
室
の
外
側
に

あ
る
中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー
の

机
は
勉
強
を
す
る
学
生
で
に

ぎ
わ
う
こ
と
が
多
い
。
学
生

か
ら
は

「図
書
室
は
狭
く
中

か
ら
、
ご
み
袋

（５。
房
）
の

価
格
が
２。
円
か
ら
４。
円
に
倍

増
。
ご
み
減
量
化
な
ど
の
目

的
も
あ
る
が
、
市
民
の
生
活

に
も
痛
み
が
表
れ
て
い
る
。

‐３
億
の
支
出
控
え

筑
後
市
の
財
政
の
現
状
を

示
す
デ
ー
タ
は
、
筑
後
地
区

で
は
悪
い
方
で
は
な
い
。
近

隣
の
大
川
市
な
ど
よ
り
良
い

数
値
に
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
不
況
の
影
響
で
税

収
減
が
確
実
視
さ
れ
て
い
る

上
、
国
の
財
政
難
か
ら
も

は
、
長
引
く
不
況
に
市
財
政

中̈一』十一隠『泰一　Ｍ

し
か
し
、
九
州
新
幹
線
の

筑
後
船
小
屋
駅
前
の
駐
車

場
、
道
路
な
ど
の
整
備
関
連

で
１０
年
度
は
最
高
で
１３
億
円

程
度
の
予
算
が
計
上
さ
れ
る

見
込
み
だ
。

市
立
病
院
も
０８
年
度
だ
け

で
３
億
４
千
万
円
の
赤
字

を
出
し
、
０９
年
度
も
同
様
に

赤
字
を
見
込
む
。
全
国
的
に

医
師
不
足
で
あ
り
、
公
立
病

院
は
ど
こ
も
経
営
が
厳
し

健
康
、
食
な
ど
を
テ
ー
マ
に
一に
出
て
多
く
の
人
と
触
れ
合

一　
今
回
、
初
め
て
学
生
が
参

多
彩
な
催
し
を
準
備
し
て
い
一
っ
て
ほ
し
い
」
と
力
を
込
め
一加
。
有
明
高
専
生
が
、
階
段

る
。
２
０
０
０
年
か
ら
毎
年

一る
。
低
速
ス
ク
ー
タ
ー
、
車

一昇
降
機
や
家
庭
用
引
き
戸
を

開
催
し
、
今
回
は
１０
回
目
。　
一い
す
を
貸
し
出
し
。
希
望
者

一
「自
動
ド
ア
」
に
す
る
機
器

光
山
一
生
実
行
委
員
長
は
一は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ガ
イ
ド
と
一な
ど
を
展
示
し
解
説
す
る
コ

「障
害
が
あ
る
人
こ
そ
、
街

一街
の
散
策
が
で
き
る
。　
　
　
一―
ナ
ー
、
帝
京
大
生
に
よ
る

い財
政
担
当
）
と
、
厳
し
い
台
　
影
響
が
考
え
ら
れ
る
の
か
、

所
状
況
に
な
っ
て
い
る
。
　
　
具
体
的
な
痛
み
を
有
権
者
に

市
民
に
取
材
し
た
限
り
で
　
説
明
す
べ
き
だ
ろ
う
。

九州新幹線駅新設な どで、今後大きな支出が見込 まれる

筑後市の庁舎。開業後、活性化 につなげる効果的 な街づ

くりが行われなければ投資 は無駄に終わ つて しまう。

体
操
指
導
と
体
の
バ
ラ
ン
ス

チ
ェ
ッ
ク

（７
日
の
み
）
を

行
う
。
松
屋
跡
地
で
は
特
設

ス
テ
ー
ジ
で
音
楽
、
踊
り
な

ど
多
彩
な
グ
ル
ー
プ
が
出
演

す
る
。

会
場
と
な
る
７
商
店
街
の

各
店
舗
で
は
ア
イ
デ
ア
を
凝

ら
し
た
品
ぞ
ろ
え
、
格
安
販

安さ「定れ（中「̈一機讐轟一一乳一一眸一̈洋一一̈　撥″
罰|||||‖|‖‖|‖|‖||‖|‖‖|||||‖‖|||‖|‖
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突 然 変 異 ?白 い ベ ニ ア

ズ マ 。 種 芋 に して 来 年 の

楽
暑

負 兵 量 桑 勇 卜 詈墨墨

コ
泉
退
は
ひ
ど
く
な
る

一
方
で
…
」

「何
と
か
し

な
い
と
街
が
つ
ぶ
れ
る
」
。

大
牟
田
支
局
に
着
任
し
て

何
度
こ
ん
な
言
葉
を
聞
か

さ
れ
た
こ
と
か
。
初
め
て

住
み
始
め
た
者
に
と
っ
て

は

「い
っ
た
い
こ
の
街
は

ど
ん
な
街
な
ん
だ
ろ
う
」

と
何
と
も
い
え
な
い
不
安

が
襲
っ
た
▼
デ
バ
ー
ト
が

あ
っ
た
場
所
は
更
地
と
な

り
、
商
店
街
は

「シ
ャ
ッ

タ
ー
通
り
」
に
な
っ
て
い

る
。
人
口
は
ピ
ー
ク
時
か

ら
半
減
し
て
１２
万
人
。
高

者
が
頑
張
る
中

残
る
。

「必
要
に
か
ら
れ
た
　
μ
抹
科
／

で
は
な
い
だ
ろ

ド
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
　
か
ら
わ
れ
わ
れ
は
や
っ
た
。
　
う
か
。

＾
〓
イ
ニ
ｒ
ョ
尋
１

１‘
―
．′
‥
フ
　
　
　
　
　
　
　
コ
ミ
ユ
ニ
テ
ィ
ー
バ
一

上
が
４３
％
を
占
め
る
。
主
産

が
完
売
す
る
の
を
見
て
、
太
　
　
一趣
一　
　
な
っ
た
。
地
域
は
市
に
バ
一

躇

平

誕

憂

羅

獅

誘

断

鋼

ゆ
彎

姫

い
理

き
回
る
元
気
な
高
齢
者
。
地
　
い
る
筑
後
市
。
だ
が
、
南
部

　
　
．Ｆ

い
　
　
　
ョ痴
ョ
型
堤
更
ィ
ズ

ン
中

つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐‐

域
で
育
て
た
野
菜
や
古
代
米

は
中
折
地
地
区
の
よ
う
に
過
　
　

‐̈
　
　
　
高
齢
化
が
進
み
人
が
減
　
　
　
　

　́
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
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一≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
三
≡
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≡
一三
≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
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≡
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≡
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≡
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≡
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≡
≡
≡
≡
≡
≡
≡
罰

児
童
が
中
学
で
太
鼓
演
奏

う
き
は
市

・
御
幸
小
６
年
生

進
学
後
の
戸
惑
い
解
消
目
指
し

う
き
は
市
立
御
幸
小
６
年

生
が
こ
の
ほ
ど
、
近
く
の
浮

羽
中
で
行
わ
れ
た
文
化
祭
を

出
し
た
も
の
や
、
手
づ
く
り

の
も
の
を
使
っ
た
。

同
小
の
矢
野
昌
之
校
長
は

メ
ド
レ
ー
な
ど
１２
曲
を
披
露

し
、
会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

の
ほ
ど
、
地
域
の
高
齢
者
８０

人
を
招
待
し
て
、
手
作
り
の

る
舞
っ
た
＝
写
真
。

地
域
と
の
交
流
を
図
る
た

め
に
開
校
当
初
か
ら
実
施
し

て
お
り
今
回
で
１５
回
目
。
高

齢
者
は
地
域
の
老
人
会
に
呼

び
掛
け
た
り
公
募
し
た
り
し

て
招
待
し
た
。
弁
当
は
、
２

諄する児童

L一 下

立
犠
機
議
鋪
督

　

・●
一

や
醜
移

軋

一
難

難

立
候‐補
表
嚇
者
一
一
一

中
村

せ
い
い
ち
ｒ
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